
食物アレルギー

平成24年12月の犠牲を教訓に、調布・

狛江市内の園・学校と、慈恵第三病院

で協力し新たな対応策を進めています．

当地域の新しい対応



まずは…

本プロジェクトの
基本コンセプトから
お話し申し上げます



最大の目的は

『救える命を救う』

ことです．



一方で…

先生・保育士さんの負担、

裁量余地を最小化します



なぜなら…
１．先生・保育士の本来の業務は…

２．理想・負担を高めすぎると…

３．最終的帰結先は…



アナフィラキシーへの対応

１．人を呼ぶ

２．仰向けに寝かせる・足を挙げる

３．酸素吸入

４．モニター装着

５．エピネフリン（ボスミン® 0.01 mg/kg筋注）

６．ルート確保・補液

◆抗ヒスタミン薬
◆ステロイド
◆気管支拡張薬

×
×

×

聴診器すらありません！

現場は

過酷です…



現実的思考に基づき

「アナフィラキシー対応」を

パッケージで考えています



慈恵第三病院近隣地区（調布・狛江）における

アレルギーパッケージ対応

個別対応カード

アレルギー・アナフィラキシーについての講習会
（対象：教師、保育士、栄養士、保護者）

シミュレーション・トレーニング

学校・園 ⇒ 慈恵第三病院（アレルギー専用PHS）





質問

保育園やお家でアナフィラキシー !?

具体的なイメージを持てますか？



実際にスキットをご覧ください



服を着たままですよ！

エピペンの打ち方



リーダーを決めてから

行動してください！

エピペンの打ち方



個別対応カードをお示しします



「マニュアル」を単純化し

『個別対応カード』に

まとめました．


